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青
年
部
第
58
回
全
国
委
員
会
で
は
、

自
治
労
連
書
記
長
は
、
挨
拶
の
中
で

「
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
を
減
ら
す
に

は
、
公
務
員
が
市
民
に
役
立
っ
て
い

る
と
実
感
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
市
民

１
人
１
人
に
自
分
た
ち
の
必
要
性
に

つ
い
て
実
感
し
て
も
ら
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
、
実
感
し
て
も
ら
お
う
と

意
識
し
な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
う
意
識
で
き

る
職
場
環
境
で
働
く
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。

　

各
組
織
の
報
告
の
中
で
、
高
知

県
で
は
、
ま
ず
は
組
合
員
同
士
が
繋

が
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
、
組
合

員
の
さ
ら
な
る
団
結
・
結
束
力
の
強

化
を
目
的
に
、
よ
さ
こ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
。
組

合
員
は
「
集
め
る
」
の
で
は
な
く
、

「
集
ま
る
」
の
だ
と
。「
青
年
な
ら

で
は
の
発
想
」
で
、
座
っ
て
学
習
会

を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
交
流
し
、

体
を
使
っ
て
実
感
し
、
学
ぶ
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

４
人
の
方
か
ら
、
事
務
や
病
院
、

保
育
な
ど
、
所
属
し
て
い
る
多
様
な

職
場
か
ら
の
問
題
提
起
が
さ
れ
、
問

題
を
よ
り
身
近
に
感
じ
な
が
ら
考
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
青
年
委
員
は
、「
青
年
な

ら
で
は
の
発
想
」
で
、
改
め
て
縦
に
、

横
に
繋
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
改
め
て
実
感
で
き
た
全
国
委

員
会
で
し
た
。

�

（
入
職
１
年
目
組
合
員
）

　

政
令
都
市
職
部
会
で
は
、
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
が
、
２
日
目
に
行
わ

れ
た
意
見
交
換
会
で
す
。
全
体
の
参

加
者
１
５
０
名
く
ら
い
を
７
、８
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
単
組
で
の

活
動
や
職
場
で
の
悩
み
事
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
職
員

は
組
合
に
加
入
し
た
き
っ
か
け
を
聞

か
れ
ま
し
た
。
普
段
の
業
務
で
は
滅

多
に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
職
種
の
方

の
話
し
や
悩
み
を
聞
く
の
は
と
て
も

新
鮮
で
し
た
。

　

京
都
市
の
市
民
課
勤
務
の
方
は
、

職
員
の
人
員
削
減
が
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
悩
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
組
合
加
入
の
き
っ

か
け
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

青
年
部
会
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
る
な
ど
、

精
力
的
な
活
動
が
伺
え
、
北
九
州
も

参
考
に
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。ち
な
み
に
私
の
加
入
の
き
っ

か
け
は
と
い
う
と
、
配
属
さ
れ
た
職

場
で
の
前
と
隣
の
席
の
方
が
組
合
役

員
の
方
で
、
配
属
さ
れ
て
３
日
で
組

合
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
の
他
に
も
、
青
年
部

会
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
都
市
の
方
々

と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、私
に
と
っ

て
と
て
も
有
意
義
な
二
日
間
と
な
り

ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

�

（
入
職
３
年
目
組
合
員
）

『
私
失
敗
し
な
い
か
ら

…
束
縛
を
嫌
い
自
由
な

働
き
方
を
す
る
高
度
な

技
能
の
持
ち
主
』
の
女

医
さ
ん
は
高
額
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
で
し
た
が
、
安
倍
「
働
き
方

改
革
」
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
・

兼
業
を
推
進
し
、
労
働
法
制
で
は
な

く
民
法
を
基
礎
に
し
た
契
約
で
多
く

の
無
権
利
・
低
賃
金
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
◆
こ
れ

は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
云
う
名
の
請
負

労
働
者
で
あ
り
高
収
入
は
ド
ラ
マ
の

中
だ
け
、
普
通
の
労
働
者
に
は
労
働

法
制
改
悪
の
安
倍
「
働
き
方
改
革
」

の
阻
止
が
必
要
で
す
（
赤
子
）

　
自
治
労
連
青
年
部
第
58
回
全
国
委
員
会
が
、
1
月
27
日
東
京
で
、
自

治
労
連
政
令
都
市
職
部
会
青
年
集
会
が
、
2
月
3
日
～
4
日
京
都
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
職
労
か
ら
入
職
1
年
目
と
3
年
目
の
組
合
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
労
連
の
若
い
仲
間
と
交
流
し
、
仕
事
や
組

合
活
動
に
お
け
る
悩
み
や
取
り
組
み
を
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

青
年
部
会
に
マ
ス
コ
ッ
ト

青年部第58回全国委員会の様子

自
治
労
連

青
年
部
第
58
回
全
国
委
員
会

政
令
都
市
職
部
会
青
年
集
会

組
織
拡
大
・
次
世
代
育
成

青
年
の
知
恵
と
行
動
力
で



　

１
月
28
日
、「
福
岡
自
治
労
連

春
闘
討
論
集
会
」
が
、
八
幡
東
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
前
田
憲
徳
弁
護

士
が
安
倍
九
条
改
憲
の
ね
ら
い
と

問
題
点
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
民
党
内
で
改
正
内
容
は
、
何

も
確
定
し
て
な
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
安
倍
首
相
は
、「
自
衛
隊
を

九
条
に
加
え
る
だ
け
で
何
も
変
わ

ら
な
い
」
と
話
し
加
憲
を
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

自
衛
隊
が
加
憲
に
よ
り
軍
隊
と

認
め
ら
れ
れ
ば
、
全
面
的
な
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
で
き
、
世
界
中

ど
こ
で
も
米
国
の
引
き
起
こ
す
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
生
ま

れ
る
、
と
迫
り
く
る
危
険
を
語
ら

れ
安
倍
「
九
条
改
憲
」
阻
止
の
た

め
に
３
０
０
０
万
人
署
名
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

情
勢
と
方
針
の
学
習
に
は
、
自

治
労
連
桜
井
副
委
員
長
が
、
大
企

業
が
活
躍
し
や
す
い
国
づ
く
り
を

進
め
る
安
倍
政
権
の
実
態
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
７
月
か
ら
９
月
で
資
本

金
10
億
円
以
上
の
大
企
業
の
内
部

留
保
は
、
４
１
３
兆
円
と
１
年
で

約
22
兆
円
増
え
て
い
ま
す
。

　

役
員
報
酬
は
、
１
７
７
８
万
円

か
ら
１
９
３
３
万
円
と
９
％
も
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
労
働
者
の
実

質
賃
金
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
は
、
過
労
死

レ
ベ
ル
を
容
認
す
る
等
、
不
当
な

改
革
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
で
は
、
地
方
交
付
税
を

「
人
質
」
に
し
た
水
準
も
制
度
も

国
に
準
じ
た
給
与
制
度
へ
の
押
し

付
け
で
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
を
悪
用

し
た
攻
撃
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
で
は
、
政
府
主
導
で

１
月
実
施
の
退
職
金
削
減
を
押
し

付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

に
押
し
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

春
闘
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
公
務
職
場
を
築

く
た
め
に
超
勤
実
態
調
査
な
ど
で

職
場
の
状
況
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ
り
、

非
正
規
職
員
の
労
働
条
件
が
改
悪

さ
れ
な
い
よ
う
運
動
を
強
化
す
る

重
要
性
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

平
和
憲
法
を
守
り
、
賃
上
げ
と

　
　

安
定
雇
用
で
生
活
改
善
を
福
岡
自
治
労
連

春
闘
討
論
集
会

大
企
業
の
た
め
の
働
き
方
改
革

春闘アンケートによせられた
2018 声

　前号で中間報告いたしました春闘アンケート
には、様々なご意見をいただいております。こ
れらを春闘の取り組みに活かしていきます。

　嘱託さんが恐ろしいほど安い賃金で働かされ
ています。嘱託さんがいないと仕事がまわりま
せん。待遇をもっと向上させて欲しいです。雇
止めはとても怖いものです。

　市職労は、正規職員との均衡を図るため、
「同一労働同一賃金」とすることや年限を決め
た「雇いどめ」をやめ、特別な理由がない限り
雇用継続を行うことなど、臨時・非常勤職員の
労働条件を向上させるための要求をしています。
昨年は、病院や学校で働く、臨時・非常勤職員
の新たな休暇制度の新設などを勝ち取りました。

　年金受給年齢が延びていくのに、再任用の賃
金が上がらない。一時金の支給率を、現役職員
と合わせてほしい。退職金の支給率を下げない
でほしい。

　退職金引き下げに関しては、不本意ですが提
案を受け入れましたが、秋の賃金確定闘争に向
け、再任用などのベテラン職員の処遇改善につ
いて、引き続き話し合いを重ねていきます。今
後、署名などにも取り組んでいくことになります。
要求実現のために、協力をお願いします。

　仕事があるのにもかかわらず、ノー残業と称
して無理に帰さないでほしい。翌日がきつい。

　市職労は、8 時間働いて生活できる働き方を
提言しています。その上で、適正な労働時間の
管理を使用者責任で講じることを要求していま
す。仕事があるのに、残業させず翌日にしわ寄
せがくるような働かせ方も、適正な労働時間の
管理ができていないと考えます。

　必死に働いても、給料が上がらない。仕事以
外のテストによる評価の比重が多すぎて、仕事
に対するモチベーションを奪われる。

　「仕事以外のテストによる評価の比重が多い」
との声を当局に届け、職場環境・労働条件など
の改善に取り組んでいきます。

　人員が足りない。休暇取得の推進、時間外削
減をしたいなら、人を適正に配置すべき。責任
感がある人ほど、休めずに疲れている。個人の
業務改善にも限界がある。「時間外を削減しろ・
見回りをする」というだけでは、根本的な解決
にならず、職員の心の負担が増すばかり。今の
までは、ＰＣを立ち上げず、こっそり休日出勤
する職員が増えていくと思う。

　市職労は、「業務改善は、限界にきている」
ことを交渉で訴え続け、職員の増員を求めてい
ます。「責任感がある人ほど、休めずに疲れて
いる」との切実な声、現場では「時間外を削減
しろ」だけの指示しかない状況という現場の生
の声を当局に届け、人員増に結び付く活動に取
り組んでいきます。



　

２
月
10
日（
土
）～
11
日（
日
）

に
、
第
２
回
労
働
安
全
衛
生
・
中

央
カ
レ
ッ
ジ
最
終
講
座
が
滋
賀
県

大
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
講
座

で
は
、
基
本
的
な
手
順
は
、
①
労

働
者
へ
の
危
険
性
と
有
害
性
の
特

定
、
②
特
定
し
た
危
険
性
、
有
害

性
毎
の
リ
ス
ク
の
見
積
も
り
、
③

見
積
も
り
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減
優

先
度
と
そ
の
対
策
の
検
討
、
④
優

先
度
に
応
じ
た
リ
ス
ク
低
減
措
置

の
実
施
、
①
～
④
を
繰
り
返
し
、

改
善
を
積
み
重
ね
る
こ
と
。
ム
リ
・

ム
ダ
・
ム
ラ
の
改
善
や
、
負
担
が

軽
減
さ
れ
、
危
険
な
く
、
使
い
や

す
く
、
楽
に
な
る
、
作
業
性
も
よ

く
な
る
、
そ
の
た
め
に
は
「
こ
う

し
た
ら
い
い
」
と
提
案
で
き
る

「
リ
ス
ク
感
性
」
を
養
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

様
々
な
事
例
を
交
え
て
話
さ
れ
、

学
び
や
す
い
講
座
で
し
た
。

　

人
間
工
学

的
改
善
の
講

座
で
は
、
腰

痛
や
頚
肩
腕

障
害
を
中
心

に
、
様
々
な

デ
ー
タ
を
示

し
な
が
ら
、
そ
の
要
因
と
症
状
を

緩
和
・
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
話
と
介
護

の
現
場
で
は
、
機
械
な
ど
道
具
を

使
う
こ
と
で
、
利
用
者
が
安
心
で

き
、
職
員
の
腰
痛
や
頚
肩
腕
障
害

の
予
防
に
も
な
っ
て
い
る
と
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
の
後
、
び
わ
こ

学
園
を
巡
視
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
自
分
が
提
案
し
た
こ
と
が
形

に
な
り
、
快
適
な
職
場
環
境
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
、
離

職
し
た
職
員
が
い
な
い
な
ど
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
職
員
の
ヤ

ル
気
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
講
者
全
員
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
「
や
め
な

い
職
場
を
作
る
こ
と
が
大
切
」

「
経
営
者
の
た
め
に
も
、
労
働
者

の
た
め
に
も
、
プ
ラ
ス
に
な
る
こ

と
が
大
切
」
な
ど
の
ま
と
め
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
６
・
９
行
動
は
、
９
日

黒
崎
駅
前
で
行
い
ま
し
た
。
女

性
部
幹
事
会
で
毎
月
の
６
・
９

行
動
は
、
今
、
全
国
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
「
安
倍
改
憲
ノ
ー
」

３
０
０
０
万
署
名
を
５
月
ま
で
や

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
安
倍
改
憲
ノ
ー
！

八
幡
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
行
動

と
重
な
り
、
こ
れ
に
市
職
労
女
性

部
で
５
名
参
加
し
、
署
名
を
訴
え

ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
統
一
署
名
は
是
非
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
本
当
に
憲
法
が

危
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
宣
伝
し
、
広
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
書
い
て

い
な
い
方
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
３
月
は
６
日
に
鷗
外
橋

で
行
い
ま
す
。

催
し
も
の
情
報

９条の会
―
２
月
―

●
17
日（
土
）～
18
日（
日
）

 

【�

自
治
労
連
保
育
労
働
者
の
全
国

集
会
】

�

岩
手
県
盛
岡
市

●
22
日（
木
）

 

【
地
域
総
行
動
】

�

門
司
・
小
倉
・

戸
畑
・
黒
崎
各
駅�

７
時
15
分
～

要
請
行
動
　
　
９
時
45
分
～

●
23
日（
金
）18
時
半
～

 

【
憲
法
学
習
会
連
続
講
座
】　
　

　�

商
工
貿
易
会
館

●
25
日（
日
）13
時
半
～
17
時

 

【
福
岡
自
治
労
連
組
織
集
会
】

�

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

―
３
月
―

●
11
日（
日
）12
時
～

 

【�

さ
よ
な
ら
原
発
３
・
11
北
九
州

集
会
】

�

三
萩
野
公
園

●
18
日（
日
）

 

【
県
民
集
会
】

�

冷
泉
公
園

第147回　市職労臨時大会
日時　２月２８日（水）
 � １８時１５分～ 
場所 ▼生涯学習総合センター
議案 ▼ 	18春闘闘争方針、要求	
	 その他

　

今
年
も
「
２
０
１
７

退
職
者
を
励
ま
す
集
い
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
各
評
議
会
・

部
会
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
お
お
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
現

在
、
退
職
者
の
方
に
案

内
状
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
組
合
員
の
方
も
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

出
欠
の
確
認
を
２
月
22
日
ま
で
に
本

部
書
記
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
今

年
も
み
ん
な
で
退
職
者
の
方
々
を

盛
大
に
送
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日　

時　

３
月
９
日
（
金
）　　

�

18
時
15
分
よ
り

▽
場　

所　

�

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル

▽
会　

費　

２
０
０
０
円

※
退
職
さ
れ
る
方
は
無
料
で
す

昨年のステージパフォーマンスで「恋ダンス」
を披露する保育所部会の仲間

18
年
度
労
働
安
全
衛
生
・
中
央
カ
レ
ッ
ジ
最
終
講
座
　

２
月
10
日
～
11
日　

滋
賀
県

実
際
に
職
場
を
巡
視



　

3
月
8
日
の
国
際
女
性
デ
ー
は
、

20
世
紀
初
頭
、
「
パ
ン
と
男
女
平

等
と
平
和
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て

立
ち
上
が
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
女
性

達
の
行
動
を
記
念
し
、
広
範
な
女

性
が
く
ら
し
と
権
利
と
平
和
の
た

め
国
際
的
に
連
帯
し
て
行
動
を
起

こ
す
日
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
各
地
で
女
性
デ
ー
を

記
念
し
て
集
会
等
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
北
九
州
で
は
、
そ
の
先
頭
を

切
っ
て
、
若
松
で
は
2
月
25
日

（
日
）
10
時
半
か
ら
若

松
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
「
９
条
を
失
わ
な

い
た
め
に
～
私
の
戦
時

体
験
と
日
本
国
憲
法
」
と
題
し
て

北
九
州
平
和
資
料
館
の
小
野
逸
郎

さ
ん
の
記
念
講
演
、
翌
週
の
3
月

4
日
（
日
）
９
時
45
分
か
ら
は
八

幡
地
区
が
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
で

朝
隈
朱
絵
弁
護
士
の
憲
法
に
つ
い

て
の
講
演
会
、
3
月
7
日
（
水
）

18
時
半
か
ら
は
小
倉
地
区
が
ム
ー

ブ
で
「
女
性
か
ら
見
た
明
治
維
新

１
５
０
年
」
と
題
し
て
近
現
代
史

講
師
の
植
山　

渚
さ
ん
の
講
演
と

魅
力
あ
る
催
し
が
目
白
押
し
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
れ
か
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

ケッちゃんの

あんまりチビ共がはしゃぐの
でワシも滑ってみました。
うまく曲がれると楽しい！

秘湯迷湯
そぞろあるき

209

 久留米市
     上津町2228-1668
「献上の湯」
☎0942-22-2681

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

女性部

　

「
ま
た
ぁ
～
温
泉
行
く
と
？
も

う
飽
い
た
ば
い
。
」
つ
い
に
チ
ビ

に
言
わ
れ
て
し
も
う
た
。
ケ
ッ
と

思
っ
た
が
ワ
シ
も
そ
の
昔
親
父
に

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
事
が

あ
る
。
「
ま
た
秋
芳
洞
行
く
と
？

バ
カ
の
一
つ
覚
え
の
ご
と
。
」
６

歳
の
夏
を
最
後
に
秋
芳
洞
に
は
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
え
ん
ご
と
な
っ

た
。
ワ
シ
の
場
合
、
今
後
温
泉
に

行
か
ん
と
言
う
わ
け
に
も
い
か
ん

の
で
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
所
へ
。

　

さ
て
辿
り
着
い
た
の
は
久
留
米

の
献
上
の
湯
。
名
の
由
来
は
、
江

戸
時
代
、
こ
の
辺
り
の
井
戸
か
ら

湧
い
た
湯
を
多
く
の
大
名
に
献
上

し
よ
っ
た
か
ら
げ
な
。

　

こ
こ
は
大
浴
場（
大
人
五
百
円
、

小
人
三
百
円
）
の
他
に
５
つ
の
家

族
風
呂
（
１
時
間
千
七
百
円
）
が

あ
る
。
５
つ
の
内
、
２
つ
は
滑
り

台
付
き
で
１
つ
は
直
線
で
も
う
一

つ
は
曲
が
っ
と
る
。
曲
が
っ
と
う

方
を
選
択
し
待
つ
こ
と
小
１
時
間
。

　

チ
ビ
共
は
脱
衣
所
に
入
る
な
り

大
騒
ぎ
。
急
い
で
身
体
を
洗
っ
て

我
先
に
と
滑
り
台
へ
駆
け
上
る
。

お
湯
は
加
温
し
と
る
が
、
ツ
ル
ッ

と
し
た
美
人
の
湯
で
豊
富
な
か
け

流
し
。
お
蔭
で
滑
り
台
も
よ
く
滑

り
、
チ
ビ
共
は
滑
り
過
ぎ
て
、
美

人
ど
こ
ろ
か
猿
の
尻
に
。
滑
り
台

の
向
か
い
側
に
は
キ
テ
ィ
ち
ゃ

ん
？
が
鎮
座
。
但
し
文
句
言
わ
れ

ん
よ
う
に
か
微
妙
な
デ
ザ
イ
ン
。

　

10
分
前
に
は
滑
り
台
へ
の
給
湯

が
止
ま
っ
た
。
は
し
ゃ
い
で
い
た

チ
ビ
共
を
上
が
る
よ
う
促
す
。

　

チ
ビ
共
は
、
ま
た
温
泉
に
行
き

た
い
と
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

平
昌
冬
季
五
輪
開
幕
！
い
ろ
い

ろ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
選
手
み
ん
な
が
実
力

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
北
九
州

も
平
昌
も
寒
い
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

ま
ず
シ
ネ
コ
ン
佳
作
紹
介
か
ら
。

シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
小
倉
で
上
映
中

の
ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
で
脚
本
賞
を

受
賞
し
た
ク
ラ
イ
ム
サ
ス
ペ
ン
ス

「
ス
リ
ー
・
ビ
ル
ボ
ー
ド
」
。
小

倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
で
17
日
公
開

の
フ
ラ
ン
ス
の
青
春
映
画
「
は
じ

ま
り
の
ボ
ー
イ
ミ
ー
ツ
ガ
ー
ル
」
。

Ｔ
ジ
ョ
イ
Ｒ
Ｗ
Ｋ
で
24
日
公
開
の

岡
田
麿
里
監
督
・
脚
本
の
愛
が
詰

ま
っ
た
ア
ニ
メ
「
さ
よ
な
ら
の
朝

に
約
束
の
花
を
か
ざ
ろ
う
」
。
イ

オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑
で
上
映
中
の
原

田
泰
造
扮
す
る
深
夜
バ
ス
の
運
転

手
が
主
人
公
の
人
間
ド
ラ
マ
「
ミ

ッ
ド
ナ
イ
ト
・
バ
ス
」
。

　
さ
ら
に
小
倉
昭
和
館
も
す
ご
い
！

蒼
井
優
が
主
演
女
優
賞
を
総
な
め

し
た
「
彼
女
が
そ
の
名
を
知
ら
な

い
鳥
た
ち
」
と
キ
ネ
マ
旬
報
日
本

映
画
１
位
の
「
映
画
　
夜
空
は
い

つ
で
も
最
高
密
度
の
青
色
だ
」
の

２
本
立
が
24
日
か
ら
。
そ
れ
ま
で

は
バ
レ
エ
と
フ
ラ
メ
ン
コ
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
２
本
を
上
映
中
。

　

で
、
イ
チ
オ
シ
は
「
グ
レ
イ
テ

ス
ト
・
シ
ョ
ー
マ
ン
」
。
映
像
美

と
音
楽
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

４
月
18
日
（
水
）
の
「
岩
崎
洵

奈
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」
は
い
か

が
で
す
か
？
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
に
称

賛
さ
れ
た
演
奏
に
よ
る
シ
ョ
パ
ン

の
バ
ラ
ー
ド
４
曲
と
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
。
戸
畑
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
、
19
時
開
演
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

昨
年
例
会
に
し
た「
わ
た
し
は
、

ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
レ
イ
ク
」
が
キ
ネ

マ
旬
報
外
国
映
画
１
位
！
い
い
映
画

や
っ
て
い
ま
す
（
自
画
自
賛
）
！

今
月
は
15
年
の
イ
ギ
リ
ス
映
画

「
ア
イ
・
イ
ン
・
ザ
・
ス
カ
イ
世

界
一
安
全
な
戦
場
」。
戦
争
は
会

議
室
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て

い
る
！
ド
ロ
ー

ン
戦
争
の
実
態

を
見
せ
つ
け
る
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画

の
傑
作
！

18
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

�

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

19
日
（
月
）
19
時�

小
倉
昭
和
館

国
際
女
性
デ
ー

つ
い
に
チ
ビ
か
ら
飽
き
ら
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
し
た
も
の
か
と
滑
り
台


